作文　　　　　　　「国際化について」
社会が「国際化」するとどんな影響がありますか。思いついたことを書きましょう。


「国際化」の意味についてまとめてみましょう。

目標

・「国際化」に関する自分の知識・体験を整理する。

・「国際化」が現在の私たちの生活にどんな影響をあたえるのか、いろいろな面から考えてみる。

　1⃣　テ-マを決める

１　あなたは普段の生活の中でどんなところに「国際化」を感じますか。今までの経験や知識をもとに、具体的に書いてみましょう。
２「国際化社会」とはどんな社会ですか。１で考えたことをもとに理想の「国際化社会」について考えてみましょう。

３「国際化社会」で私たちは何をすべきですか。１，２をもとにまとめてみましょう。

２⃣　材料を用意する

テ-マを考えるもととなった体験・知識をいろいろかいてみましょう。その中から、テ-マが分かりやすく伝わる材料を選びましょう。

3⃣　作文の構成を考える

メモを作り、あなたの「国際化」についての考えがはっきり伝わるような構成を考えましょう。

4⃣　メモをもとに作文を書く　　（４００-６００字）  提出日　4月 6日
例１




ケン君の作文

最近、私の町でもたくさんの外国人を見かけるようになった。観光客だけでなく、留学生や働いている人も多い。マスコミのインタビュ－によると、自分の国は貧しく仕事もないので、日本で勉強して資格を取り、仕事に就こうと決心したそうだ。

国際社会ではいろいろな国の人が一つの地域、コミュニティーで生活することになる。当然、人の行き来は盛んになる。様々な国の文化や考え方に触れる機会も増える。先日外国人との交流会に出席し、いろいろな国の人と話す機会があった。そんな中で、不衛生、栄養不良、水質問題などに悩まされる貧しい国が存在することを知った。

日本は今まで外国から学ぶことが多かったが、技術が進み経済的に豊かになり、積極的に海外の国々に援助を行える立場にある。貧富の差がなくなり、世界の人々が安心して暮らせるようにこれからは日本の技術力と能力を役立てていくべきだと思う。
例２




ユイさんの作文
国際化社会には、各国に共通する問題がある。これらの問題には、世界の国々が協力して取り組む必要がある。例えば、地球規模での人口の増加や環境の問題だ。

これらの問題について、世界中の国が集まり、話し合っている。一つの国だけでは、解決できない問題だからだ。

しかし、残念ながらなかなか意見はまとまらない。それぞれの国の政治・経済的事情があるからだろう。だが、何もしないですまされる問題ではない。

日本には優れた技術と経済力がある。これらを生かして、国際社会でリ－ダ－シップを取り、対策を進めることが重要だと思う。 　 　　　 　 　　












ケン君のメモ　１


〈自分の体験や知識〉 自分の町には外国からたくさんの人が働きにやって来ている。　　　→　　　　　　　　〈気づいたこと〉　　 国境を越えてたくさんの人が行き来している。








ケン君のメモ　２


 国際化社会は、外国の人と交流できる社会。　　　　　　　　　　　→


でも、文化の違いよる対立や、国の間にある貧富の差にも気づかなければいけない。





ケン君のメモ　３


 貧富の差を解決しなければ、本当の国際化社会とは言えない。　　　　　　　　　　　→


【いちばん伝えたいこと】「日本の役割」＝ 発展途上国への協力・援助を積極的に進め、国際化社会において責任感のある国になること。





ケン君のメモ　４ 


【テ-マ】　発展途上国への協力・援助を積極的に進めること。　　　　　→


【きっかけとなったこと】　・外国から日本に働きに来ている人の言葉。


【テ-マをふくらませる材料】　・ 日本が豊かになっている一方で、発展途上国では厳しい生活をしている人もいる。　・ 国際化社会においては、この問題をきちんと考えるべきだ。





ケン君の　　構成メモ


（第一段落）＊自分の体験から気づいたことをまとめる　・外国から日本へ働きに来ている人の言葉。　　→世界に存在する貧富の差について気づいた。　・ボランティア活動に対するイメージが変わったこと。


（第二段落）＊日本の役割についてまとめる　・積極的に海外協力、海外援助をする。　・世界中の人が安心して暮らせるような貢献をする。





ユイさんの　　構成メモ


（第一段落）＊自分の体験から気づいたことをまとめる　・地球温暖化防止の国際会議の様子。　


・ 世界に共通する地球環境問題については、世界全体で対策を考えることが大切。


（第二段落）＊日本の役割についてまとめる　・ 日本がリーダーシップをとって、世界の意見をまとめるべき。　・ そのためにも、温暖化防止の取り組み方を進んで研究していくべき














ユイさんのメモ　１


〈自分の体験や知識〉 地球温暖化問題が世界中の問題になっている。　　　　　


〈気づいたこと〉　　 世界中の国が議論しなければ、地球環境問題は解決しない。








ユイさんのメモ　 ２ 


地球温暖化問題は、一つの国では解決できない。世界共通の 問題をかかえるのが国際化社会。 　→ 世界中の国が、共通の問題について一緒に議論し、解決策を 見つけていかなければならない。 　　　　　　








ユイさんのメモ　３





地球温暖化防止会議は、世界各国の意見がなかなかまとまらない。　→　　　　　　　　　　


【自分のいちばん伝えたいこと】「日本の役割」＝ 地球環境問題の解決に向けてリーダーシップをとり、世界各国の意見をまとめる中心的な役割を果たす。 








ユイさんのメモ　 ４ 


【テ-マ】 　 地球環境問題の解決に向けて世界のリーダーとなる。 　　　　　 →


【きっかけとなったこと】 　 ・地球温暖化防止会議についてのニュース。 


【テ-マをふくらませる材料】 　 ・ 温暖化防止対策について、意見が対立している。地球温 暖化問題への取り組みを積極的に行い、意見をまとめる 国が必要。 　 


・日本は環境問題を解決するための科学技術をもっている








